
県
農
水
産
業
温
暖
化
研
究
セ
ン

タ
ー
の
２
０
１
０
年
度
成
果
発
表

会
は
２０
日
、
宮
崎
市
の
県
総
合
農

業
試
験
場
で
あ

っ
た
。
宮
崎
大
学

の
グ
ル
ー
プ
は
、
日
向
灘
沖
に
生

南方系魚種増える
量腎漆勇成果を最終報告

県農水産業温暖化センター

患
す
る
魚
種
数
が
南
方
系
魚
種
を

中
心
に
３０
年
前
の
３
倍
近
く
増
え

た
こ
と
を
報
告
。
県
は
他
の
研
究

成
果
も
踏
ま
え
、
本
年
度
中
に
温

暖
化
予
測
に
基
づ
い
た

「
産
地
構

造
改
革
計
画
」
を
策
定
す
る
。

０８
年
度
の
セ
ン
タ
ー
設
立
以

来
、
民
間
や
大
学
と
の
連
携
で
取

り
組
ん
で
き
た
研
究
が
最
終
年
度

を
迎
え
た
こ
と
か
ら
各
課
題
に
つ

い
て
最
終
報
告
が
あ

っ
た
。

宮
崎
地
方
気
象
台
職
員
Ｏ
Ｂ
や

研
究
者
で
つ
く
る

「
宮
崎
気
象
利

用
研
究
会
」
は
、
温
暖
化
に
よ
る

県
内
の
降
水
量
や
水
資
源
の
変
化

を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
。
平
野
部
を
中

心
に
春
先
の
降
水
量
が
減
少
す
る

一
方
、
県
北
の
山
間
部
で
は
秋
口

の
降
水
量
が
増
加
す
る
と
予
測
。

主
要
河
川
で
は

一
ツ
瀬
川
と
五
ケ

瀬
川
流
域
の
降
水
量
が
減
少
傾
向

に
あ
る
と
し
た
。

宮
崎
大
の
グ
ル
ー
プ

（
研
究
総

括

・
酒
丼
正
博
農
学
部
教
授
）

は
、
日
向
灘
沖
に
生
息
す
る
魚
類

を
調
べ
た
結
果
、
中
国
や
台
湾
付

近
の
南
方
系
魚
種
を
中
心
に
３０

年
前
の
調
査
か
ら
３
８
０
種
増

え
、
１
０
５
７
種
が
確
認
さ
れ
た

と
報
告
”
県
内
で
採
取
さ
れ
た
ウ

シ
エ
ビ
の
養
殖
の
可
能
性
も
示
し

た
。こ

の
ほ
か
、
ハ
ウ
ス
用
の
電
気

加
温
機

（
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
）
と
重

油
加
温
機
を
併
用
し
た

「
ハ
イ
プ

リ
ッ
ド
加
温
方
式
」
の
導
入
効
果

や
、
温
暖
化
の
進
行
が
原
因
と
み

ら
れ
る
農
作
物
被
害
な
ど
の
事
例

も
報
告
さ
れ
た
。

日
南
ダ
ム
回
復

放
流
量
増
決
定

広
渡
は
減

日
南
市
は
２０
日
、
県
日
南
土
木

事
務
所
や
王
子
製
紙
日
南
工
場
、

土
地
改
良
区
ら
と
第
１０
回
渇
水
対

策
会
議
を
開
い
た
。
貯
水
率
が
１

０
０
晰
に
回
復
し
た
日
南
ダ
ム

（
同
市
酒
谷
）
の
放
流
量
を
増
や

し
、
広
渡
ダ
ム

（
同
市
北
郷
町
北

河
内
）
の
放
流
量
を
減
ら
す
こ
と

を
決
め
た
。

県
は
、
日
南
ダ
ム
は
１４
日
に
貯

水
率
１
０
０
晰
に
な
り
、
放
流
量

を
毎
秒
０

・
４‐

ント
か
ら
自
然
放
流

（同
０

・
７

ント
）
に
切
り
替
え
た

こ
と
を
説
明
。
ま
た
、
王
子
製
紙

日
南
工
場
か
ら
要
請
を
受
け
、

１８

日
か
ら
広
渡
ダ
ム
の
放
流
量
を

一

時
的
に
増
や
し
、

２０
日
現
在
の
貯

水
率
は
３０
り
で
ぁ
る
と
報
告
し

た
。同

ダ
ム
流
域
の
東
郷
土
地
改
良

区
が
今
月
下
旬
か
ら
開
始
す
る
飼

料
米
の
植
え
付
け
に
備
え
て
同
ダ

ム
の
貯
水
量
を
増
や
す
た
め
、
放

流
量
を
同
Ｏ

ｏ
３７

ント
か
ら
同
Ｏ

ｏ

２

ント
に
減
ら
し
、
王
子
製
紙
の
要

請
に
応
え
る
た
め
日
南
ダ
ム
の
放

流
量
を
同
１

ント
に
増
や
す
こ
と
に

決
め
た
。

脈.


